
境 港 市 の 行 政 改 革 に つ い て
～ 平成１５年度から平成１７年度当初予算までの総括 ～

　境港市では、平成１４年１２月議会における単独市政存続の表明を契機に、より一層厳しい内容の行政改革に積極的に取り組み平成

１７年度当初予算の時点で大きな成果となって結実いたしておりますので、簡単に３年間を総括いたします。

３年間の行革効果
(百万円)

平成１７年度における行政改革 金　額

5,600万円
歳出

委員報酬の見直し等 △22

外郭団体等の合理化 △23

収入役の廃止 △11

平成１６年度における行政改革 金　額

2億1,600万円 2億1,600万円

歳入 固定資産税率の改正、ゴミ袋有料化 58

歳出

ゴミ減量化、前納報奨金制度を廃止 △44

外郭団体等の合理化 △18  ３カ年における

病院、福祉施設への利子補給の見直し △18  行革効果

人件費の削減 △78 約２０億円
平成１５年度における行政改革 金　額

5億1,100万円 5億1,100万円 5億1,100万円

歳入 直接搬入ごみの有料化、下水道料金改定等 92

歳出

幼稚園給食センター、新屋テニス場の廃止等 △41

外郭団体等の合理化 △48

介護保険施設利子補給、各種団体等、補助金の見直し △49

給与等カット、職員の削減、諸手当見直し等 △281

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度

5億1,100万円 7億2,700万円 7億8,300万円

(参考)基金の取崩し額「当初予算ベース」

4億4,000万円 4億7,000万円 7億8,000万円 2,000万円 2億900万円 1億9,600万円

平12 平13 平14 平15 平16 平17


	３年総括

